
江
戸
に
お
け
る
新
刊
本
販
売
点
数
の
推
移
に
関
す
る
考
察

松
田
　
泰
代

は
じ
め
に

　
近
世
の
商
業
に
つ
い
て
論
じ
る
時
、
利
用
す
る
基
本
的
な
史
料
に
、

問
屋
組
合
（
株
仲
間
）
の
記
録
簿
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
仲
間

に
お
い
て
、
記
録
や
帳
簿
が
つ
け
ら
れ
、
行
事
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
仲
間
行
事
の
交
替
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
記
録

簿
は
引
き
継
が
れ
た
。
引
き
継
ぎ
の
た
め
に
、
記
録
簿
の
種
類
を
記

録
し
た
文
書
と
し
て
「
行
事
渡
渉
」
が
あ
り
、
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
記
録
簿
が
存
在
し
て
い
た
か
が
判
る
。

　
書
物
を
扱
う
分
野
に
お
い
て
も
、
書
物
問
屋
組
合
が
成
立
し
、
様

々
な
記
録
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
大
阪
の
書
物
問
屋
組
合
の
記
録

簿
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
、
昭
和
二
十
年
三
月
に
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
二
十
六
種
類
百
九
十

四
冊
と
い
う
。
翻
刻
も
し
く
は
影
印
で
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
ω

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
・
江
戸
の
書
物
問
屋
組
合
の
記
録
簿
は
、
散
逸
し
て
お
り
大

阪
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
京

都
の
記
録
簿
（
の
概
要
は
、
「
行
事
渡
帳
」
一
に
よ
り
、
層
文
政
六
年
九

月
ご
ろ
の
保
管
さ
れ
て
い
た
記
録
簿
の
名
称
と
数
量
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
江
戸
の
記
録
簿
一
の
中
に
も
、
江

戸
で
の
出
版
状
況
を
窺
え
る
重
要
な
史
料
「
割
印
帳
」
が
あ
る
。

　
こ
の
論
文
で
は
、
「
割
印
帳
」
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
デ
ー
タ
を

中
心
に
、
分
析
を
お
こ
な
う
。
そ
し
て
、
江
戸
の
出
版
状
況
に
つ
い
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て
述
べ
ら
れ
て
い
る
論
説
を
と
り
あ
げ
、
再
考
を
加
え
る
。
ま
た
、

新
た
に
販
売
点
数
の
推
移
か
ら
、
そ
の
極
端
な
変
化
の
原
因
に
つ
い

て
付
言
し
、
そ
の
原
因
が
江
戸
の
出
版
業
界
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
考
察
を
お
こ
な
う
。

1

江
戸
に
お
け
る
新
刊
出
版
の
記
録
簿
「
割
印
帳
」

（
1
）
　
「
割
印
帳
」
の
位
置
づ
け

三
重
年
月
で
は
な
く
、
開
版
の
出
願
日
と
許
可
日
が
記
載
さ
れ
て
い

る
点
が
、
「
割
印
帳
」
と
の
違
い
で
あ
る
。
記
録
の
目
的
が
違
う
こ

と
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
記
録
簿
は
、
そ
の
地
で
の
、
新
刊
本
の
販
売
記
録

で
あ
り
、
板
木
が
売
買
さ
れ
て
そ
の
地
に
流
れ
て
き
た
場
合
は
、
記

載
さ
れ
な
い
。
板
木
の
売
買
の
記
録
は
、
京
都
で
は
「
他
国
板
素
人

板
売
買
届
帳
」
、
大
阪
で
は
「
京
都
江
戸
買
板
印
形
帳
」
と
い
っ
た

様
々
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
割
印
帳
」
は
、
開
版
販
売
許
可
の
公
的
記
録
簿
と
言
わ
れ
て
い

る
（
。
新
刊
本
の
開
版
を
草
稿
の
段
階
で
提
出
し
、
吟
味
を
経
て
、

彫
刻
し
、
草
稿
本
文
・
奥
付
・
序
践
の
板
が
す
べ
て
完
成
し
て
、
刷

ら
れ
た
も
の
を
、
再
び
行
事
に
提
出
し
販
売
許
可
を
得
た
。
そ
の
時
、

許
可
書
と
も
い
え
る
添
章
に
、
割
印
を
行
な
っ
た
記
録
簿
で
あ
る
（
。

　
「
割
印
帳
」
は
、
割
印
年
月
日
、
行
事
名
の
記
載
の
後
に
、
割
印

対
象
の
書
名
に
、
刊
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
板
行
年
月
を
右
肩
に
、

丁
数
を
書
名
の
左
横
に
そ
れ
ぞ
れ
小
文
字
で
記
し
、
書
名
の
下
に
著

作
者
、
冊
数
、
版
元
や
売
出
し
の
書
騨
を
記
録
し
て
い
る
。

　
大
阪
の
「
開
板
御
願
書
拓
」
は
、
書
名
、
冊
数
、
著
作
者
、
版
元

や
売
出
し
の
急
心
を
記
録
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
割
印
日
と

（
2
）
　
「
割
印
帳
」
の
諸
本
と
そ
の
問
題
点

　
「
割
印
帳
」
は
、
『
享
保
以
降
江
戸
出
版
書
目
』
一
で
翻
刻
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
影
印
本
と
し
て
『
江
戸
本
屋
出
版
記
録
』
一
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
阪
の
「
開
板
御
願
書
拍
」
は
、

『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
〔
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
「
割
印
帳
」
と
「
開
板
御
願
書
拍
」
の
デ
ー
タ
で
作
成

さ
れ
た
二
次
資
料
と
し
て
・
『
享
保
以
降
板
元
別
書
籍
目
録
㌦
が

あ
る
。
残
念
な
こ
と
は
、
デ
ー
タ
の
制
約
に
よ
り
、
京
都
の
出
版
物

に
関
し
て
は
、
江
戸
と
大
阪
で
新
刊
本
と
し
て
販
売
が
な
さ
れ
た
本

の
デ
ー
タ
し
か
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
資
料

斯1
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で
は
、
京
都
・
大
阪
・
江
戸
、
三
都
の
出
版
状
況
を
比
較
し
て
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
樋
口
秀
雄
氏
・
大
和
博
幸
氏
に
よ
る
と
、
「
割
印
帳
」
は
、
東
京

国
立
博
物
館
本
（
以
下
、
東
博
本
）
の
他
三
種
存
在
す
る
が
、
ど
れ

も
東
博
本
の
写
本
と
の
こ
と
で
あ
る
（
。
ま
た
、
東
雲
本
も
「
割
印

帳
勲
爵
」
と
の
書
き
外
題
が
あ
り
、
割
印
帳
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
翻
刻
本
は
、
東
博
本
を
底
本
と
し
、
影
印
本
の
底
本
は
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、
国
会
本
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
会
本
に
は
誤
写
が
散
見
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
。

　
誤
写
に
つ
い
て
は
、
坂
本
宗
子
氏
も
『
享
保
以
降
板
元
別
書
籍
目

録
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
享
保
以
降
板
元
別
書
籍
目
録
』
を
編

集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
確
認
の
た
め
、
東
且
且
を
調
査
に
行
き
、
校

訂
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
具
体
的
な
誤
写
の
箇
所
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
新
訂
版
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
校
訂
を
し
直
し
さ
れ
た
、
『
享

保
以
降
江
戸
出
版
書
目
』
（
一
九
九
三
年
）
（
以
下
、
翻
刻
本
）
と

『
享
保
以
降
板
元
別
書
籍
目
録
』
（
一
九
八
二
単
位
（
以
下
、
坂
本

本
）
を
比
較
し
な
が
ら
、
私
の
研
究
対
象
で
あ
る
須
原
屋
市
兵
衛
に

関
す
る
記
述
を
散
見
し
て
み
て
も
、
東
絵
本
を
調
査
し
、
確
認
し
た

い
事
項
が
数
カ
所
あ
る
。

　
例
え
ば
、
『
享
保
以
降
江
戸
出
版
書
目
』

て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

の
記
載
を
中
心
に
あ
げ

・
宝
暦
十
三
年
二
月
廿
七
日
割
印

　
『
政
字
説
』
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か

　
（
坂
本
本
で
は
『
故
字
説
』
）

・
安
永
二
年
三
月
廿
六
日
割
印

　
『
解
体
細
図
』
と
あ
る
が
、
『
解
体
約
図
』
で
は
な
い
か

・
安
永
七
年
三
月
廿
六
日
割
印

　
『
潮
雲
』
の
書
留
は
、
須
原
屋
茂
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
が
、
須

原
屋
市
兵
衛
で
は
な
い
か

・
安
永
七
年
十
二
月
廿
四
日
割
印

　
『
非
々
十
四
経
』
『
絵
本
教
訓
種
』
の
書
店
は
、
須
原
屋
市
兵

衛
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
（
須

原
屋
茂
兵
衛
で
は
な
い
か
）

　
『
滝
本
三
代
帖
』
の
書
蜂
は
、
須
原
屋
茂
兵
衛
と
な
っ
て
い
る

が
、
須
原
屋
市
兵
衛
で
は
な
い
か

・
寛
政
四
年
十
二
月
廿
五
日
割
印

　
『
国
語
略
説
』
の
書
舜
は
、
須
原
屋
市
兵
衛
で
よ
い
か
（
坂
本

卜遮



本
で
は
、
須
原
屋
市
兵
衛
の
項
目
に
は
記
載
な
し
）

・
寛
政
七
年
三
月
廿
五
日
割
印

　
『
く
す
し
の
ミ
ち
』
の
書
騨
は
、
須
原
屋
だ
け
だ
が
、

善
五
郎
と
記
載
さ
れ
て
な
い
か

・
寛
政
十
一
年
八
月
十
三
日
不
時
割
印

　
『
人
物
賂
年
式
』
『
女
諸
用
文
書
』
の
玉
高
は
、

衛
で
よ
い
か
（
坂
本
本
で
は
、

載
な
し
）

・
天
明
八
年
十
二
月
廿
三
日
割
印

　
『
渡
世
肝
要
記
』

　
（
坂
本
本
で
は
『
渡
世
行
要
記
』
）

須
原
屋

　
　
　
　
　
　
　
須
原
屋
市
兵

須
原
屋
市
兵
衛
の
項
目
に
は
記

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か

　
ま
た
、
『
享
保
以
降
江
戸
出
版
書
目
』

録
』
で
記
載
が
違
う
例
も
あ
る
。

と
『
江
戸
本
屋
出
版
記

・
安
永
四
年
九
月
廿
七
日
割
印

　
『
解
体
新
書
』
の
出
版
者
は
、
翻
刻
本
で
は
「
須
原
屋
市
丘
ハ
衛
」

で
あ
る
が
、
国
会
本
で
は
「
須
原
屋
次
郎
丘
ハ
衛
」
と
あ
る
一

こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
り
、
底
本
の
違
い
に
よ
る
差
異
、
翻
刻
に
よ

る
デ
ー
タ
の
エ
ラ
ー
な
ど
に
よ
り
、
若
干
の
誤
差
が
生
じ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
、
再
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
「
割
印
帳
」
は
、
江
戸
の
新

刊
本
の
状
況
を
知
る
た
め
の
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
統
計
的
な
処

理
を
行
な
っ
た
場
合
、
使
う
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
数
値
に
若
干
の

誤
差
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ラ
ー
に
よ
る
エ
ラ
ー
を
引

き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
の
か
、
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、
須
原
屋
茂
兵
衛
の
取
扱
い
出
版
物
の
総
数
は
、
『
享
保

以
降
江
戸
出
版
書
目
』
（
一
九
六
二
年
）
で
数
え
る
と
、
　
一
一
二
〇

冊
だ
が
、
『
享
保
以
降
板
元
別
書
籍
目
録
』
（
一
九
八
二
年
）
で
は
、

｝
↓
四
七
冊
で
あ
る
。
須
原
屋
市
兵
衛
だ
と
、
二
〇
四
冊
と
二
〇
五

冊
、
須
原
屋
善
五
郎
で
は
、
一
二
二
と
一
二
三
と
な
る
。
書
騨
と
そ

の
出
版
物
を
調
査
す
る
研
究
な
ら
ば
、
東
博
本
の
原
デ
ー
タ
が
必
要

と
な
る
が
、
統
計
的
な
数
値
と
し
て
扱
う
な
ら
ば
、
許
容
範
囲
の
誤

差
だ
と
考
え
る
。

　
東
資
本
は
、
閲
覧
許
可
が
な
い
と
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

研
究
者
共
通
の
史
料
と
し
て
、
東
写
本
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

卜惑



（
3
）
　
「
割
印
帳
」
の
記
録
範
囲

　
割
印
帳
は
、
江
戸
の
す
べ
て
の
新
刊
本
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
書
物
問
屋
組
合
の
記
録
簿
で
あ
る
か
ら
、
必
然

的
に
書
物
問
屋
が
扱
う
出
版
物
で
あ
り
、
書
物
問
屋
組
合
が
成
立
し

た
後
の
記
録
で
あ
る
。

　
収
録
対
象
の
出
版
物
は
、
い
わ
ゆ
る
「
物
の
本
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
書
物
で
、
娯
楽
的
通
俗
的
な
本
と
さ
れ
て
い
る
草
紙
（
地
本
）
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
収
録
期
間
は
、
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
三
月
か
ら
、
文
化
十

二
（
一
八
一
五
）
年
三
月
で
あ
る
。
た
だ
、
現
存
の
記
録
簿
に
は
欠

冊
が
あ
り
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
か
ら
延
享
四
（
一
七
四
七
）

年
ま
で
の
記
録
が
欠
如
し
て
い
る
。

（
4
）
　
「
割
印
帳
」
デ
ー
タ
の
統
計
処
理

　
今
田
洋
三
氏
は
、
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
（
一
九
六
二
）

を
も
と
に
、
「
江
戸
に
お
け
る
出
版
書
・
売
端
書
点
数
の
推
移
」
、

「
江
戸
に
お
け
る
上
方
出
店
の
衰
退
と
須
原
屋
一
統
の
発
展
」
な
ど

の
二
つ
の
表
を
、
論
文
「
江
戸
出
版
業
の
展
開
と
そ
の
特
質
」
〔
や

「
江
戸
の
出
版
資
本
」
一
で
発
表
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
著
書
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』
（
で
は
、
『
享
保
以
後
江
戸

出
版
書
目
』
（
一
九
六
二
）
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
3
種
類
の
折
線
グ

ラ
フ
「
江
戸
に
お
け
る
出
版
物
・
売
届
書
点
数
の
変
遷
」
、
「
江
戸

遷変の数点書
山

売
コ書

版
出

拓韻
に

戸江
ユ

表
計
A
口

辮
謝
鰯
獅
犯
斬
脚
魏
蹴
粥
協
畑
謝
脳
粥
珊

口
跡

脚
燭
罰
鵬
鵬
捌
脇
蹴
㎜
醜
阻…
…

脚
獅
㎜
園

坂
大

4
43
7
4
9

鵬9
5
8
8

旧7
6
6
4
4
94
2
4
71
0
9
67
2
7
0

都
京

商
四
慨
脚
認
燭
隔
囲
麗
鴎
㎎
鵬
㎜
囲

7
7
7
0

糊
鵬
肪
噛

1
7
1
6
1
6
1
4
5

3

3

2

4

3

出
点
戸
書
数
江
版

皿
㎜
㎜
蹴
胴
脚
脚
㎜
肥
鵬
蹴
鰯2
8

珊
謝
鰯

暦
西

D
弓
皿
q

⑤
3
麗
q

の
4
獅
q

髄
珊
q

5
9
卜
7
5
q

型
撒
q

艇
沿
隔
q

髄
珊
q

囎
隔
q

租
捌
q

遜
廻
隔
q

鯛
㎜
q

囎
隔
q

覗
鋤
q

イ
隙
踊
q

覗
脚
q

代
年

茄
1
2
保
享

鯉
寛
島
文
元

魎
宝
ひ
延
寛

”
暦
宝

囲
和
明

茄
安
7
7
和
明

弼
永
安

馳
天
傷
永
安

％
政
寛

胴
化
文

期

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
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双
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草

　
わ
が
　
　
　
・

　
お
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紙

　
に
し
　
　
双

　
ー
。
　
　
絵

　
4
る
　
　
、
マ
フ

　
ー
い
　
　
扱

　
8
て
　
　
。
の

　
ー
し
　
る
屋

　
ー
落
　
あ
問

。
年
欠
　
で
本

る
ー
で
　
市
地

あ
ー
ま
　
都
ら

で
化
）
　
方
か

計
文
7
　
地
る

集
り
4
　
の
あ

の
ま
7
　
外
で

と
じ
1
　
以
の

こ
は
ー
　
市
も

年
に
年
　
都
る

5
－
4
　
三
よ

る
7
享
　
　
ど
に

よ
2
延
　
な
録

に
7
ら
　
台
記

』
／
か
　
仙
の

ロ
ロ
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
ヨ

黙
騨

　
　
カ

隆
は
年
6
方
は
て

粥
翫
瀦
制

曄
矯
翻

ー
ー
そ
第
ー
ー
紙

註

卜1
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市
場
に
お
け
る
上
方
書
物
屋
出
店
の
衰
退
」
、
「
江
戸
須
原
屋
一
統

の
発
展
」
を
提
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
表
「
江
戸
に
お
け
る
出
版
書
・
売
極
書
点
数
の
推
移
」
を
、

表
1
で
紹
介
す
る
。

2
江
戸
に
お
け
る
新
刊
本
販
売
点
数
の
推
移

　
「
割
印
帳
」
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
江
戸
に
お
け
る
新

刊
本
販
売
の
状
況
が
窺
え
る
。

　
今
田
氏
は
、
表
1
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
次
の
点
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
一
。

　
ω

九
〕
）

第
四
・
五
期
（
寛
延
三
～
宝
暦
九
年
〔
一
七
五
〇
～
五

　
　
の
一
七
五
〇
年
代
の
三
都
に
お
け
る
出
版
の
急
激
な
増
加
i

六
割
以
上
の
増
加
率
1
が
注
目
さ
れ
る
。
第
三
期
は
表
の
註
に
も
示

し
た
よ
う
に
正
味
六
年
分
の
合
計
な
の
で
あ
る
か
ら
、
第
四
期
の
五

九
五
点
は
ま
さ
に
爆
発
的
増
大
な
の
で
あ
る
。
都
市
に
お
け
る
書
籍

需
要
の
急
速
な
進
展
を
窺
い
う
る
。

　
②
天
明
期
の
社
会
的
混
乱
で
］
時
出
版
界
は
停
滞
す
る
が
、
寛

政
期
に
入
っ
て
急
激
に
回
復
し
、
江
戸
の
出
版
が
上
方
を
完
全
に
凌

駕
す
る
。
し
か
し
、
第
五
期
（
宝
暦
五
～
九
年
2

九
〕
）
に
江
戸
出
版
が
上
方
を
上
回
っ
て
く
る
の
で
、

期
に
江
戸
出
版
業
の
主
体
性
が
成
立
し
、
漸
次
向
上
し
て
寛
政
期
に

明
確
に
な
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
第
十
六
期
（
文
化
七
～
十
一
年
〔
一
八
一
〇
～
一
四
〕
）
に

至
っ
て
江
戸
出
版
点
数
は
四
五
九
点
を
か
ぞ
え
、
江
戸
出
版
界
の
成

熟
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
添
線
は
、
筆
者
に
よ
る
）

（
1
）
江
戸
に
お
け
る
出
版
市
場
の
確
立

七
五
五
～
坐

す
で
に
宝
暦

　
「
一
七
五
〇
年
代
の
三
都
に
お
け
る
出
版
の
急
激
な
増
加
」
と
い

う
現
象
は
、
他
の
観
点
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
「
割
印
帳
」
の
デ
ー
タ
か
ら
だ
け
で
は
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
三
都
各
地
に
お
け
る
新
刊
本
の
出
版
点
数
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
が
示
す
値
は
、
江
戸
で
販
売
さ
れ
た
新
刊
本
の
出
版

地
の
内
訳
、
つ
ま
り
、
京
都
・
大
阪
か
ら
江
戸
へ
下
っ
た
新
刊
本
の

販
売
点
数
と
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
新
刊
本
の
販
売
点
数
の
値
で
あ
る
。

　
一
七
五
〇
年
代
の
江
戸
に
お
い
て
販
売
す
る
新
刊
本
が
、
急
激
に

増
加
し
た
こ
と
は
、
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
り
示
す
こ
と
は
で
き
る
が
、

翫帽



数
点

売導体
モ

噺瑚臓旙捌
に戸江

　

表
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へ
幽
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ヘ
ゾ
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声
　
へ
　
　
へ
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／

　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
＼
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N

　
　
＼
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、
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ﾎ

な
！

　
ノ
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帆
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1
5

1
4

1
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1
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1
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0

987654321

0
0
T
0
O
0
T
0
O
0
T
0
O
0
T
0
O
0
5
0
O

姻㎜㎜矧鰯脳㎜盟㎜㎜脚銅㎜㎜鵬陶
轍鵬酬肛

一
7
0

7
7伽囎m

睨即
…
…照隔㎜照㎜慨

…
…悩

灘…↓ 7
0

7
2

9
6血

4
7

4
2

4
9

6
4

7
6鵬

8
8

9
5照

4
9

3
7

4
4
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一

…
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…獅脚㎜幽配脚魏撚脳

…
…鵬蹴燗珊 342351

4
1
6

1
6

1
7

　
利　

鰍

　
撒舗

土

熱
、

｛　 三
都
各
地
で
、
出
版
物
が
急
激
な
増
加
を
し
た
こ
と
は
、
証
明
で
き

な
い
と
考
え
る
。
極
端
な
場
合
、
新
刊
本
の
出
版
点
数
は
減
っ
て
い

て
も
、
江
戸
に
下
る
新
刊
本
の
点
数
が
、
毎
年
、
前
年
よ
り
増
加
し

続
け
れ
ば
、
こ
の
デ
ー
タ
で
は
右
上
が
り
の
グ
ラ
フ
が
描
け
る
か
ら

で
あ
る
。

　
京
都
に
お
け
る
「
割
印
帳
」
や
「
開
板
御
願
書
拍
」
の
よ
う
な
記

録
簿
が
見
つ
か
れ
ば
、
三
都
の
比
較
が
で
・
き
、
様
々
な
こ
と
が
論
じ

ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
「
割
印
帳
」
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
、
言
い
得
な

い
部
分
も
存
在
す
る
。

　
し
か
し
、
一
七
五
〇
年
代
前
半
、
都
市
江
戸
で
は
、
出
版
物
の
市

場
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
、
つ
ま
り
、
今
田
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
書
籍
需
要
の
急
激
な
進
展
が
み
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら

れ
よ
う
。

（
2
）
江
戸
で
販
売
さ
れ
た
新
刊
本
の
出
版
地
比
率

　
次
に
、
「
第
五
期
（
宝
暦
五
～
九
年
〔
一
七
五
五
～
五
九
〕
）
に

江
戸
出
版
が
上
方
を
上
回
っ
て
く
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
考
察

を
行
な
い
た
い
。

　
表
1
の
デ
ー
タ
を
折
線
グ
ラ
フ
に
著
わ
し
た
の
が
、
表
2
で
あ
る
。

餅唱
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1

1
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1
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1
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坂
大
口

都
京
こ
口

　
今
田
氏
が
、
「
江
戸
に
お
け
る
出
版
物
・
売
生
平
点
数
の
変
遷
」

と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
折
線
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

江
戸
の
新
刊
本
の
販
売
点
数
と
京
都
、
大
阪
の
下
り
本
の
点
数
を
積

み
上
げ
て
表
示
す
る
こ
と
で
、
江
戸
で
の
新
刊
本
販
売
量
を
　
目
で

わ
か
る
よ
う
に
し
た
の
が
、
表
3
で
あ
る
。

　
表
3
を
見
る
と
、
今
田
氏
の
指
摘
事
項
「
天
明
期
の
社
会
的
混
乱

で
一
時
出
版
界
は
停
滞
す
る
」
、
つ
ま
り
、
天
明
期
の
新
刊
本
販
売

点
数
の
低
下
、
都
市
江
戸
に
お
け
る
落
ち
込
み
具
合
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
、
江
戸
に
お
け
る
新
刊
本
の
販
売
点
数
が
、
伸
び

て
行
く
こ
と
も
、
表
2
、
表
3
か
ら
窺
え
る
。
で
は
、
「
江
戸
の
出

版
が
上
方
を
完
全
に
凌
駕
す
る
」
と
い
う
事
項
は
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
事
を
、
検
証
す
る
た
め
に
出
版
地
に
よ
る
江
戸
で
の
販
売

点
数
比
率
の
推
移
を
示
す
表
4
を
作
図
し
て
み
た
。

　
こ
の
表
に
よ
り
、
表
2
や
表
3
で
は
判
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二

期
か
ら
第
十
期
ま
で
は
、
江
戸
に
お
け
る
江
戸
出
版
の
新
刊
本
販
売

点
数
と
、
上
方
（
京
都
と
大
阪
）
出
版
の
新
刊
本
の
販
売
点
数
が
互

角
に
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
、
表
2
と
合
わ
せ
見

れ
ば
、
第
一
期
か
ら
第
八
期
は
、
上
方
の
方
が
若
干
優
勢
で
あ
り
、

第
九
期
で
逆
転
し
た
と
い
え
る
。
第
二
期
と
第
五
期
の
京
都
の
値
は
、

江
戸
出
版
市
場
が
確
立
し
た
か
ら
、
減
に
転
じ
た
の
で
は
な
く
、
京

傷↓
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る

表

一
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
7
鵬
鰍
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B
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鵯
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P
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4
脇
琳
8
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一
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蝸
靹
、
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一
r
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P
D
鴇
鰭
9
5

一
　
　
　
　
　
一
燗
磯
・

鷺
報
璽

筋1
0

脳8

脇
6

侃4

筋2

胱

都
に
お
け
る
、
何
ら
か
の
要
因
で
落
ち
込
ん
だ
と
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
次
の
期
間
で
は
京
都
か
ら
の
出
版
物
の
点
数
が
増
に
転
じ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
十
一
期
よ
り
江
戸
出
版
が
優
勢
と
な
り
、
第
十
三
期

に
、
上
方
出
版
が
少
し
盛
り
返
し
、
そ
の
後
、
江
戸
出
版
が
六
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
続
け
る
こ
と
が
判
る
。

　
よ
っ
て
、
「
第
五
期
（
宝
暦
五
～
九
．
年
〔
一
七
五
五
～
五
九
〕
）

に
江
戸
出
版
が
上
方
を
上
回
っ
て
く
る
の
で
、
す
で
に
宝
暦
期
に
江

戸
出
版
業
の
主
体
性
が
成
立
し
た
」
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
む
し
ろ
、
第
九
期
に
あ
た
る
安
永
後
期
あ
た
り
か
ら
確
立
し
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
十
期
の
比
率
が
、
江
戸
の
方
が

低
い
が
、
そ
れ
は
、
天
明
の
飢
饅
と
連
動
し
て
影
響
を
受
け
た
た
め

と
考
え
る
。
ま
た
、
第
十
三
期
に
、
江
戸
の
比
率
が
若
干
下
が
る
が
、

こ
れ
は
上
方
の
点
数
が
盛
り
返
し
た
た
め
で
あ
り
、
江
戸
の
点
数
そ

の
も
の
は
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
場
が
拡
大
し
た
た
め

と
説
明
で
き
る
。
実
際
、
表
3
を
併
せ
み
る
と
、
江
戸
の
市
場
が
拡

大
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

レつ



（
3
）
江
戸
の
出
版
業
界
が
火
事
に
よ
っ
て
被
っ
た
打
撃

　
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
新
刊
本
の
販
売
点
数
推
移
に
注
目
し
て
み
た

い
。
全
体
と
し
て
、
右
上
が
り
の
グ
ラ
フ
だ
が
、
急
激
に
落
ち
込
む

ニ
カ
所
の
点
が
目
立
つ
。

　
最
初
の
第
十
期
の
落
ち
込
み
は
、
今
田
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
「
天
明
期
の
社
会
的
混
乱
」
が
原
因
だ
と
考
え
る
、
す
な
わ

ち
、
天
明
の
大
圏
謹
（
天
明
二
～
八
（
一
七
八
二
～
一
七
八
八
）

年
）
と
そ
れ
に
と
も
な
う
社
会
現
象
、
具
体
的
に
は
都
市
に
お
い
て

の
打
回
し
な
ど
の
社
会
不
安
が
、
出
版
業
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
考
え
る
。

　
確
か
に
、
上
方
か
ら
の
下
り
本
に
も
若
干
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る

が
反
映
し
て
お
り
、
全
体
的
に
落
ち
込
み
、
徐
々
に
回
復
し
て
い
っ

て
い
る
。
上
方
か
ら
の
下
り
本
の
落
ち
込
み
に
は
、
天
明
八
（
一
七

八
八
）
年
の
京
都
の
大
火
と
い
う
要
因
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
る
が
、
江
戸
・
京
都
・
大
阪
が
連
動
し
た
曲
線
を
描
い
て
い

る
こ
と
か
ら
天
明
の
大
飢
饒
が
影
響
し
た
と
考
え
る
。

　
で
は
、
第
十
五
期
に
お
い
て
極
端
に
V
字
曲
線
で
落
ち
込
む
要
因

は
何
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
三
月
間
丙
寅
の

火
事
に
よ
る
書
犀
の
被
災
が
、
そ
の
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　

丙
寅
の
火
事
と
は
、
通
称
「
牛
町
大
火
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

高
輪
和
倉
寺
門
前
牛
町
か
ら
出
火
し
、
大
名
小
路
・
京
橋
・
日
本
橋

・
神
田
・
浅
草
が
焼
け
た
。
心
惑
町
、
長
さ
二
里
余
（
約
七
六
四
×

七
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
大
名
屋
敷
八
十
余
、
神
社
二
十
余
、
寺
院

六
十
余
、
対
数
五
三
〇
余
が
被
災
、
焼
死
者
千
二
百
人
余
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
火
事
後
、
初
め
て
御
溝
小
屋
が
十
七
カ
所
に
設
置
さ

れ
た
。
建
設
費
用
五
百
五
十
両
ほ
ど
、
総
救
済
費
用
は
四
千
九
百
六

両
余
に
達
し
た
（
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
橋
周
辺
に
は
、
多
く
の
書
騨
が
店
舗
を
構
え
て
い
た
。
そ
れ

は
、
書
物
問
屋
仲
間
の
組
織
名
「
通
町
組
」
「
中
通
組
」
「
南
組
」

が
示
す
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
は
、
日
本
橋
一
帯
を
中

心
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

　
今
川
橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
の
西
側
を
鳶
職
す
る
構
図
で
描
か
れ
て

い
る
『
熈
仕
勝
覧
』
に
も
、
三
軒
の
西
京
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
熈
碧
緑
覧
』
は
、
文
化
二
年
頃
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
（

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
絵
巻
物
に
、
須
原
屋
善
五
郎
、
出
雲
寺
和
泉
（
嫁
）
、
須
原

屋
市
兵
衛
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
こ
の
時
期
、
こ
の

腔
9
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0
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0
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一
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5
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…

3
一
2
皿

1
812
　

〇
一
〇

2
一
2

1
5

6
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U

1
1
．
7
3

172
3

5

．
3
2

2
2

5
　
1
2

一
1
0

…
3
0

．
1
0

生
3
8

6
ほ
1
4

1
3
一
1
8

7
一
1
4
…

171
8

2
7

1
8

謝
三星 2

5
1
6

281
5

61
9

3
0

1
4

1
3

両

機　
1
0

M
亘
・

814945

㈱
版
．

晶
｛
＝ 線

寺

劃
毅

自内

1
9
・
1
4

為

重

．
麗

一
　
須

＝
）

版
納一一

場
所
で
営
業
し
て
い
た
た
め
、
丙
寅
の
火
事
で
被
災
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
は
、
須
原
屋
市
兵
衛
の
家
運
が
衰
退
し
た

ひ
と
つ
の
原
因
は
、
丙
寅
の
火
事
に
よ
る
被
災
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
一
。

　
今
田
氏
が
、
割
印
帳
の
数
値
か
ら
作
成
さ
れ
た
表
「
江
戸
に
お
け

る
上
方
出
店
の
衰
退
と
須
原
屋
一
統
の
発
展
」
（
を
も
と
に
、
三
軒

の
書
騨
に
つ
い
て
新
刊
本
販
売
点
数
の
推
移
を
作
図
し
た
グ
ラ
フ
が

表
5
で
あ
る
。
表
6
は
、
須
原
屋
一
統
の
一
部
を
と
り
あ
げ
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。

　
第
十
五
期
の
新
刊
本
販
売
点
数
の
急
激
な
下
落
は
、
丙
寅
の
火
事

に
よ
り
日
本
橋
一
帯
で
営
業
し
て
い
た
書
騨
に
か
な
り
の
打
撃
を
与

え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。
須
原
屋
茂
兵
衛
は
、
・
日
本
橋

通
一
丁
目
西
側
で
営
業
し
て
い
た
の
で
、
被
災
し
た
と
お
も
わ
れ
る

が
、
大
店
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
土
蔵
な
ど
を
所
有
し
て
い
た
、
持
ち
こ

た
え
る
だ
け
の
資
金
の
余
裕
が
あ
っ
た
、
た
と
え
ば
、
国
元
の
和
歌

山
で
資
産
を
管
理
し
て
い
た
な
ど
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
須
原
屋
伊
八
は
、
池
之
端
仲
町
で
営
業
し
て
い
た
の
で
、

被
害
が
少
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
須
原
屋
一

族
に
と
っ
て
、
被
災
に
よ
る
打
撃
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
第
十
六
期

トつ
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代
年

茄
1
2
保
享

元
文
乖
1
7
報

2
艇
か
元

4
籍
恥
寛

9
卜
艶

元
酌
匪
籍

喝
杷
明

3
獄
秘
明

8
↑
鍬

晩
ほ
琳

元
政
遭
脇
天

絡
魂
寛

¶
珈
寛

元
化
改
1
2
政
寛

喝
佃
文

組
佃
文

期

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1
0
1
1

1
2

1
3

1
4
1
5

1
6

1
6
8
6
1
2
1

8

5
4
1
8

1
5
4
5
1
2
7

1
3
3
9
3
1

一

〆
ノ
’

1
4
7
4
1
7
2
3
2
0
7
3
3
5

1
3
7
0
1
8
3
2
3
2
4
91
8

1
2
6
8
4
2
2
25

2
3
1
5

1
1
5
3
2
2
3
8
1

1
1
5

．
／
擁
r
　
轟

1
0
9
3
2
1
1
4
0

1
2

一

9

1
1
1
4
1
8
1

1
1

一

8

9
5
1
5
1
4
1
0
4

7

7
6
7

1
6
3
3

6

9
2
9

1
9
1
6

5

8
3
6

一

4

5
0
8

3

4
0
1
3

一

2

2
7
6

一

1

5
8
1
0

0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
1
2
　
　
1
0
　
　
8
　
　
6
　
　
4
　
　
2

衛
兵
聯
顯
十

郎
五
握
占

で
右
上
が
り
に
な
り
、
な
か
な
か
回
復
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
表
3
に
注
目
し
て
み
る
と
、
江
戸
に
お
け
る
新
刊
本
販
売
総
点
数

は
第
十
五
期
に
落
ち
込
む
が
、
第
十
六
期
に
第
十
四
期
と
同
じ
ぐ
ら

い
に
復
活
す
る
。
表
4
に
注
目
す
る
と
、
第
十
六
期
に
お
い
て
、
江

戸
の
出
版
物
が
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
。
基
本
に

も
ど
っ
て
、
表
2
を
確
認
し
て
も
、
江
戸
の
出
版
点
数
の
伸
び
は
著

し
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
丙
寅
の
火
事
に
よ
る
打
撃
を
受
け
て
衰
退
す
る
書

騨
と
大
規
模
資
本
を
持
つ
書
騨
に
よ
る
版
権
と
い
う
資
本
の
集
中
化
（
、

お
よ
び
、
中
堅
の
没
落
に
よ
る
第
二
次
（
新
興
書
騨
の
勃
興
と
い
う

現
象
が
お
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　
先
人
の
立
派
な
研
究
成
果
を
も
と
に
、
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら

「
割
印
帳
」
の
数
値
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
に
お
け
る
出

版
業
界
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

　
第
五
期
に
京
都
の
出
版
物
が
江
戸
で
流
通
し
な
か
っ
た
理
由
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

↑↓



【
注
】

ω
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
1
8
冊

　
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
七
五
～
一
九
九
三
）
＊
清
文

　
堂
出
版
も
あ
り

⑦
宗
政
五
十
緒
、
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』
6
冊

　
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
～
一
九
八
○
）
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ

　
五
　
＊
改
版
　
二
〇
〇
二

㈹
同
左
　
第
6
冊
『
解
説
及
書
名
索
引
』
六
二
～
七
七
頁

④
早
稲
田
大
学
所
蔵
『
三
組
書
物
問
屋
諸
規
定
（
新
規
商
法
書
翰

　
戸
三
組
仲
間
改
正
取
締
規
定
連
印
帳
）
』
4
冊
　
写
本

　
弥
吉
光
長
著
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
8
冊
（
ゆ
ま

　
に
書
房
、
一
九
八
八
～
一
九
九
三
）
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
四
六

　
国
立
国
会
図
書
館
閲
覧
部
編
『
諸
問
屋
名
前
帳
』
4
冊
（
国
立
国

　
会
図
書
館
、
　
一
九
六
一
～
一
九
六
四
）
旧
幕
引
継
書
目
録
三
～
一

　
六
　
＊
湖
北
社
に
よ
る
復
刊
あ
り

⑤
樋
口
秀
雄
、
朝
倉
治
彦
校
訂
解
説
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書

　
目
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
二
）
未
刊
国
文
資
料

　
別
巻
一

　
朝
倉
治
彦
、
大
和
博
幸
編
『
（
新
訂
版
）
享
保
以
後
江
戸
出
版
書

　
目
』
（
臨
川
書
店
、
　
一
九
九
三
）

⑥
前
掲
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
』
を
み
て
い
る
と
、
割
印
の
あ
る

　
文
書
の
影
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ω
前
掲
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
割

　
印
帳
」
の
翻
刻

⑧
『
江
戸
本
屋
出
版
記
録
』
3
冊
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
○
～
一

　
九
八
二
）
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
一
〇
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の

　
影
印
複
製

⑭
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
編
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』

　
（
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
、
一
九
三
六
）
＊
復
刻
（
清
文
堂
出
版
、

　
一
九
六
四
）
（
龍
漢
書
舎
、
　
一
九
九
八
）
が
あ
り

勘
坂
本
宗
子
編
『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』
（
清
文
堂
出
版
、

　
一
九
八
二
）

ω
前
掲
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
『
（
新
訂
版
）
享
保
以
後
江

　
戸
出
版
書
目
』
樋
口
秀
雄
氏
お
よ
び
大
和
博
幸
氏
の
解
説
に
よ
る
。

吻
同
左

剛
第
二
六
回
「
書
物
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
三
〇
〇
六

　
年
七
月
八
日
）
で
報
告
し
た
際
の
吉
田
麻
子
氏
か
ら
の
ご
教
示
に

　
よ
る
。

1
4｡
田
洋
三
「
江
戸
出
版
業
の
展
開
と
そ
の
特
質
」
（
『
出
版
研
究
』

　
三
号
　
一
九
七
二
）

㈲
今
田
洋
三
「
江
戸
の
出
版
資
本
」
（
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
三
巻

　
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
）

㈹
今
田
洋
三
著
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
　
一

　
九
七
七
）

トつ



m
前
掲
「
江
戸
の
出
版
資
本
」
、
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』

剛
黒
木
喬
著
『
江
戸
の
火
事
』
（
早
成
社
、
　
一
九
九
九
）
同
成
黒
瀬

　
戸
時
代
史
叢
書
四

ゆ
浅
野
至
剛
、
吉
田
伸
之
編
『
大
江
戸
日
本
橋
絵
巻
』
（
講
談
社
、

（　
二
〇
〇
三

　
小
澤
弘
、
小
林
忠
著
『
『
熈
代
勝
覧
』
の
日
本
橋
』
（
小
学
館
、

　
二
〇
〇
三
）

　
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
大
江
戸
八
百
八
町
展
門
江
戸
開

　
府
四
百
年
・
開
館
十
周
年
記
念
』
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、

　
二
〇
〇
三
）

　
三
井
記
念
美
術
館
編
『
日
本
橋
絵
巻
』
（
三
井
記
念
美
術
館
、
一
．

　
○
〇
六
）

　
2
0
w
熈
代
勝
覧
』
に
描
か
れ
て
い
る
三
軒
の
書
緯
の
う
ち
、
表
店
の

　
並
び
に
土
蔵
を
所
有
し
て
い
な
い
の
は
、
市
兵
衛
だ
け
で
あ
る
。

　
火
災
に
対
す
る
対
処
方
法
と
し
て
、
穴
蔵
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、

　
板
木
の
容
量
を
考
え
る
と
、
対
応
し
き
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

　
た
が
っ
て
、
火
災
に
よ
っ
て
被
っ
た
被
害
は
、
林
子
平
の
筆
禍
事

　
件
で
被
っ
た
重
過
料
に
よ
る
打
撃
以
上
に
深
刻
だ
っ
た
と
考
え
る
。

鋤
前
掲
「
江
戸
の
出
版
資
本
」

蹴
例
え
ば
・
須
原
屋
茂
兵
衛
が
「
武
鑑
」
の
版
権
（
板
株
）
を
求

　
板
し
て
、
独
占
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
火
事
を
き
っ
か
け
に
、

　
利
益
の
見
込
め
る
版
権
を
、
と
く
に
焼
株
な
ど
を
求
板
し
て
、
資

　
本
が
集
中
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

鋤
第
二
次
と
定
義
し
た
の
は
、
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
に
、

（　
中
通
組
か
ら
分
か
れ
て
南
組
が
結
成
さ
れ
、
上
方
資
本
の
出
店
に

　
対
し
て
江
戸
の
書
緯
が
新
興
勢
力
と
し
て
勃
興
し
て
き
た
事
項
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
第
一
次
と
定
義
し
た
か
ら
で
あ
る

卜
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